
            試験研究成果普及情報  

［目的および背景］  
 管理作業の快適化を図るために、栽培施設を栽培空間と作業空間に区分した栽培システムを開発
する。その栽培システムに適する栽培法を確立する。  
   
［成果内容］  
 1)栽培方式：点滴給液による、もみがらくんたん培地のポットを利用した養液栽培とする。日射量を３
段階に分けた日射比例制御給液プログラムを開発する。  
   
 2)品種：「桃太郎ヨーク」は一年を通じて上物果収量が多く、本栽培システムに適する（第１表）。  
   
 3)整枝方法：第２花房上２葉を残して摘心する２段摘心栽培は、上物果収量が多く、１段栽培と比較
して、本圃の占有期間も５日～10日程度しか長くならないので、本栽培システムに適する（第２表）。  
   
 4)栽植密度：栽培用コンテナ当たり８株定植（5,376株／10ａ）が上物果収量が多く適する。  
   
 5)収量：収穫終了後に次作苗（５葉）を定植する栽培を連続的に行い、年間約４作栽培可能である。
定植から収穫終了までの本圃在圃日数は63～110日である。１作当たり総収量は6,0～10,9ｔ/10ａ、１年
間では29～33ｔ/10ａである（第１図）。  
   
 6)果実成分：果実の糖、酸、ビタミンＣ含量は、土耕栽培されたものと同等である（第３表）。  
［留意事項］ 2001年３月末日で、協力機関との共同研究契約が終了した。  
［行政上の措置］  
［成果の概要］  

  

 
部門

 
野菜

 
対象

 
研究

 
課題名：工場的生産方式を導入したトマトの栽培

 
［要約］栽培施設を栽培室と作業室に区分し、トマトには好適で作業者には快適な栽培システム
を開発したところ、品種は「桃太郎ヨーク」が、整枝は２段摘心栽培が適する。年間４作の栽培
が可能で、総収量は最大で33ｔ/10aである。果実成分は慣行栽培と同等である。

 
ｷｰﾜｰﾄﾞ（専門区分） 栽培        （研究対象） 野菜類－トマト 
   （ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ) トマト、移動栽培装置

 
実施機関名（主査）  農業総合研究センター 生産技術部 野菜研究室 
    （協力機関） 太洋興業（株）、生産工学研究室  
    （実施期間） １９９６年度～２０００年度 
 



  

  
               第１図 工場的生産方式における作型別上物果・下物果収量  
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